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條 
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質 

問

質 

問

　
地
域
の
活
性
化
と
人
口

減
少
抑
制
を
め
ざ
す
地
方

創
生
の
取
り
組
み
や
、
歳

出
削
減
路
線
を
堅
持
し
施

策
の
重
視
な
ど
が
求
め
ら

れ
る
。
次
年
度
の
予
算
編

成
の
基
本
方
針
、
主
要
施

策
、
歳
入
見
込
み
と
今
後

の
財
政
見
通
し
を
伺
う
。

　
基
本
は
、
振
興
計
画
等

の
各
種
計
画
等
の
具
現
化

を
強
化
し
指
標
達
成
を
目

指
す
。
積
極
的
な
事
務
事

業
の
見
直
し
、
費
用
対
効

果
、
緊
急
性
や
優
先
度
を

検
討
。
主
要
施
策
は
、
里

山
景
観
の
維
持
保
全
、
生

活
環
境
整
備
等
を
中
心
に

繋
が
り
と
支
え
輝
く
諸
施

策
を
推
進
。
財
政
見
込
み

と
見
通
し
は
、
地
方
財
政

計
画
の
同
水
準
の
確
保
、

地
方
債
の
起
債
額
を
償
還

額
以
内
に
抑
制
、
財
政
調

整
基
金
の
取
り
崩
し
等
が

必
要
。

　
地
方
公
会
計
制
度
の
導

入
は
、
財
務
書
類
の
作
成

が
目
的
で
は
な
く
、
行
財

政
運
営
の
改
善
に
役
立
て

る
こ
そ
が
最
重
要
。
資
産

や
債
権
の
管
理
、
予
算
編

成
な
ど
に
有
効
活
用
し
、

財
政
運
営
の
強
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
。
新
地
方

公
会
計
制
度
の
財
政
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
固
定
資
産
台

帳
の
活
用
を
伺
う
。

　
新
公
会
計
制
度
に
対
応

す
る
事
務
を
進
め
て
い
る
。

固
定
資
産
管
理
は
、
全
体

の
把
握
が
可
能
と
な
り
、

資
産
管
理
に
反
映
が
期
待

で
き
る
。
行
政
運
営
の
結

果
を
情
報
公
開
し
、
説
明

責
任
を一層
果
た
す
こ
と
が

可
能
。
行
政
評
価
や
予
算

編
成
等
の
活
用
に
よ
り
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
の
強
化

が
図
ら
れ
、
行
財
政
運
営

の
改
善
に
繋
げ
る
。

　
食
生
活
や
運
動
習
慣
な

ど
の
生
活
習
慣
改
善
の
特

定
保
健
指
導
、
特
定
健
診

の
状
況
。
次
年
度
以
降
の

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
の
実
施
率
向
上
に
向
け

た
運
用
等
の
見
直
し
内
容

と
予
防
・
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
の
推
進
方
策
を

伺
う
。

　
県
内
で
受
診
率
第
３
位
、

特
定
保
健
指
導
率
第
１
位

で
あ
る
。
重
症
化
予
防
事

業
に
も
取
り
組
み
、
特
定

健
診
の
受
診
者
全
員
を
対

象
に
保
健
師
、
管
理
栄
養

士
の
面
談
指
導
が
９
７
．

３
％
の
実
績
成
果
が
あ
る
。

次
期
計
画
で
は
、
現
状
と

課
題
を
明
ら
か
に
し
、
他

保
険
者
と
の
連
携
や
子
ど

も
か
ら
高
齢
期
ま
で
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
、

包
括
的
に
生
活
習
慣
病
対

策
の
計
画
が
重
要
な
事
案

で
あ
る
。

　
学
校
管
理
文
書
の
他
に
、

学
校
と
地
域
が
そ
の
諸
活

動
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
、

豊
か
な
歴
史
公
文
書
は
、

一
括
管
理
保
存
や
情
報
の

公
開
で
後
世
に
伝
え
る
べ

き
。
統
廃
合
に
よ
る
学
校

記
録
保
存
の
現
状
と
対

策
、
方
向
性
を
伺
う
。

　
学
校
文
書
は
法
に
よ
り

適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。

地
域
で
の
学
校
文
書
は
把

握
し
て
い
な
い
の
で
、
必

要
に
応
じ
て
相
談
を
受
け
、

協
議
し
な
が
ら
適
切
に
対

処
す
る
。

時代の要求に対応する
　　　予算編成と事業に取り組む

保健と医療の拠点鮫川村保健センター

主
要
施
策

次年度の施政と
　　　予算編成方針を伺う

答

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

質 

問
答
弁（
教
育
長
）

問
新
地
方
公
会
計
制
度

導
入
と
活
用
を
伺
う

答
行
政
評
価
や
行
財

政
運
営
の
改
善
に

繋
げ
る

問
学
校
統
廃
合
と
学
校

記
録
の
保
存
を
伺
う

答
豊
か
な
歴
史
公
文

書
の
保
存
に
対
処

す
る

問
国
民
健
康
保
険
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
課
題

と
改
善
方
策
を
伺
う

答
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
、包
括
的
な
生
活
習
慣

病
対
策
の
計
画
が
重
要

質 

問
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企
業
は
人
な
り
と
言
わ

れ
る
が
、
現
在
、
修
明
鮫

川
校
の
存
続
が
危
惧
さ

れ
る
な
か
、
村
と
し
て
人

材
の
雇
用
派
遣
に
よ
り
、

特
色
の
あ
る
学
校
づ
く
り

の
検
討
も
必
要
と
考
え

る
が
。

　
現
在
、
大
豆
栽
培
の
取

り
組
み
、
指
導
等
で
農
家

か
ら
協
力
を
受
け
た
り
、

村
ア
イ
デ
ア
料
理
コ
ン
テ

ス
ト
へ
の
参
加
、
広
報
誌

な
ど
に
よ
り
学
校
活
動
を

皆
さ
ん
に
知
ら
せ
、
地
域

と
の
繋
が
り
を
進
め
て
い

る
。
今
後
も
積
極
的
に
支

援
を
検
討
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
考
え
る
。

　
現
在
、
人
口
減
少
が
進

む
中
、
村
が
一
昨
年
作
成

し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
総
合

戦
略
で
こ
れ
ら
の
施
策
を

様
々
な
角
度
か
ら
計
画
、

立
案
を
し
た
訳
で
あ
る

が
、
現
在
も
人
口
が
減
り

続
き
大
変
危
惧
さ
れ
る
。

総
合
戦
略
に
お
け
る
人
口

減
少
施
策
の
進
捗
状
況
を

伺
う
。

　

総
合
戦
略
策
定
後
、
速

や
か
に
取
り
組
み
に
着
手

し
た
が
、
機
構
改
革
に
よ

る
各
課
の
統
合
な
ど
が
あ

り
、
未
着
手
の
部
分
も
あ

る
。
過
日
、
担
当
分
野
の

整
理
を
し
た
所
で
あ
る
。

今
後
も
重
要
課
題
と
捉

え
、
関
連
す
る
諸
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
現
在
、
若
者
の
流
出
が

顕
著
で
あ
り
こ
れ
ら
の
対

策
は
緊
急
の
課
題
で
あ

る
。
総
合
戦
略
案
に
あ

る
、
地
場
産
業
、
人
材
の

育
成
に
つ
い
て
、
現
状
を

伺
う
。

　

一
次
産
業
の
衰
退
が
、

中
山
間
地
の
衰
退
、
人
口

減
少
を
招
い
て
い
る
。
農

家
へ
の
支
援
策
を
、
今
後

も
国
に
働
き
か
け
て
い

く
。
ま
た
既
存
の
企
業
の

相
談
に
こ
ち
ら
か
ら
伺
え

る
体
制
を
つ
く
り
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
薬
草
、
薬
用
キ
ノ
コ
な

ど
新
た
な
商
品
開
発
に
よ

る
振
興
策
の
考
え
は
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る

放
射
能
の
影
響
に
よ
り
、

薬
草
な
ど
の
需
要
は
難
し

い
と
考
え
る
。
米
を
い
か

に
加
工
、
開
発
し
て
い
く

か
、
今
後
の
日
本
農
業
の

将
来
を
占
う
大
事
な
事
業

と
考
え
、
国
に
協
力
を
求

め
て
行
く
。

　
国
土
交
通
省
が
立
地
適

正
化
計
画
、
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
構
想
の
一
環
と
し

て
空
き
家
、
空
き
地
へ
の
、

新
法
案
を
つ
く
る
と
あ
る

が
、
こ
れ
を
う
け
て
、
村

の
空
き
家
対
策
を
伺
う
。

　

以
前
、
空
き
家
調
査
を

行
な
っ
た
が
、
差
し
当
た

り
利
用
で
き
る
家
が
な

か
っ
た
。
今
年
度
も
何
ヶ

所
か
解
体
後
に
土
地
を

村
で
買
い
求
め
た
い
と
考

え
る
。

宗
田 
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検
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し
て
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答



と
思
う
が
対
応
に
間
に
合

う
よ
う
に
準
備
す
る
。

           　

　
緊
急
災
害
時
に
使
用
し

た
資
材
費
用
は
、
被
災
者

が
持
つ
の
か
、
自
治
体
が

持
つ
の
か
。

　
当
然
、
自
治
体（
村
）で

持
つ
し
、
こ
れ
か
ら
も
そ

う
し
て
い
く
。

　
災
害
支
援
対
策
補
助
金

と
し
て
３
０
０
万
円
計
上

し
て
い
る
が
、助
成
の
仕
方

に
つ
い
て
説
明
願
い
た
い
。

　
一
律
で
な
く
工
事
費
用

の
２
分
の
１
を
限
度
と
し
、

限
度
額
も
１
０
０
万
円
と

決
め
て
い
る
。

　
３
０
０
万
円
の
工
事
費

に
は
１
０
０
万
円
、
１
５
０

万
円
の
場
合
に
は
７５
万
円

と
な
る
。

　

危
険
傾
斜
地
の
実
態
調

査
を
し
、危
険
度
合
い
を
対

象
住
民
に
伝
え
、大
雨
警
報

が
出
た
場
合
に
避
難
指
導

が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
。

　
急
傾
斜
地
の
指
定
は
し

て
い
る
。
該
当
箇
所
は
す

べ
て
手
配
、
指
導
済
み
で

あ
る
。

　
過
日
西
山
地
区
内
で
も

家
屋
の
裏
山
が
崩
れ
、
消

防
団
員
に
出
動
い
た
だ
き

二
次
災
害
防
止
策
を
し
て

い
た
だ
い
た
。
そ
の
際
、

村
か
ら
の
資
材
で
は
足
り

ず
、
村
内
の
建
材
店
か
ら

届
け
ら
れ
た
と
聞
く
が
、

緊
急
備
蓄
倉
庫
に
は
常
時

緊
急
資
材
は
ど
の
く
ら
い

備
蓄
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
土
の
う
は
前
か
ら
あ
る
。

被
害
が
広
範
囲
に
わ
た
っ

た
場
合
、
足
り
な
く
な
る

場
合
こ
れ
に
抵
触
し
、
治

山
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ

な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て

い
る
。

　
事
業
に
該
当
さ
れ
な
い

場
合
、
自
己
資
金
で
施
行

し
て
い
た
だ
く
し
か
な
い
。

村
で
は
工
事
費
の
２
分
の

１
以
内
で
１
０
０
万
円
を

上
限
に
補
助
金
を
交
付
す

る
「
鮫
川
村
住
宅
背
後
地

災
害
対
策
支
援
事
業
補
助

金
交
付
要
綱
」
を
、
平
成

２９
年
１１
月
６
日
に
制
定
し
、

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

避
す
る
対
策
と
し
て
、
擁

壁
な
ど
を
設
置
し
、
崩
落

土
砂
を
食
い
止
め
る
工
事

を
し
て
い
た
だ
く
事
で
あ

る
。

　
治
山
事
業
は
県
単
独
治

山
事
業
の
採
択
要
件
に
、

人
家
が
２
戸
以
上
へ
の
直

接
被
害
を
与
え
得
る
と

認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て

い
る
。

　
人
的
に
山
を
削
っ
た
り

し
た
場
合
に
は
補
助
事
業

と
し
て
採
択
さ
れ
な
い
と

な
っ
て
い
る
。
近
年
は
こ
の

基
準
が
厳
し
く
、
本
村
の

　
近
年
の
異
常
気
象
と
も

さ
れ
る
長
雨
や
集
中
的
な

豪
雨
に
よ
り
、
村
内
に
は

急
傾
斜
を
抱
え
、
家
屋
裏

の
崩
壊
に
よ
る
危
険
と
直

面
し
て
い
る
家
屋
が
数
多

く
あ
る
。

　
家
屋
に
面
し
た
危
険
傾

斜
地
の
家
屋
数
や
緊
急
時

の
対
応
策
な
ど
危
険
解
消

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
本
村
は
中
山
間
特
有
な

地
形
か
ら
急
傾
斜
地
に
立

地
し
て
い
る
家
屋
は
か
な

り
の
数
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
山
を
削
っ
て
宅
地
を
広

げ
た
も
の
が
大
半
で
あ
る
。

　
緊
急
時
の
対
応
で
あ
る

が
、「
雨
が
降
れ
ば
裏
山
が

崩
れ
て
く
る
」
と
い
う
意

識
を
も
っ
て
い
た
だ
く
事
が

大
事
で
あ
る
。
近
年
は
大

雨
な
ど
の
情
報
の
精
度
も

上
が
っ
て
い
る
の
で
、
早
め

の
避
難
が
大
切
。

　
今
後
の
危
機
解
消
に
つ

い
て
は
危
険
を
事
前
に
回
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畜
産
の
基
地
と
し
て
利
用

し
て
も
ら
い
た
い
の
は
本
音

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り

組
む
か
、
畜
産
基
地
と
し

て
思
い
切
っ
た
除
染
も
必
要

か
と
い
う
想
い
も
あ
る
。

　
村
で
は
少
子
高
齢
化
も

進
み
、
田
畑
が
荒
廃
し
税

収
や
地
方
税
も
減
り
、
村

も
窮
地
に
立
た
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
対
策
の
考

え
は
。

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
福
島

県
も
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
い
る
事
業
で
も
あ
る
。

皆
さ
ん
で
難
し
い
要
件
を

解
決
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　
統
一
し
た
場
合
は
相
談

い
た
だ
き
た
い
。
積
極
的

に
支
援
す
る
。

　
青
生
野
の
２
０
０
ｈａ
に

上
る
放
牧
地
の
有
効
活
用

の
打
開
策
が
必
要
と
思
わ

れ
る
が
。

　
昭
和
５０
年
に
開
発
し
た

　
青
生
野
牧
野
に
は
牧
野

組
合
が
所
有
す
る
土
地
の

他
に
、
村
の
土
地
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
土
地
に
６
年
前

か
ら
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
設

置
に
向
け
て
民
間
業
者

が
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

現
在
ど
の
よ
う
に
進
ん
で

い
る
の
か
経
過
に
つ
い
て

伺
う
。

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
実

施
の
基
本
条
件
と
し
て
地

権
者
で
あ
る
組
合
員
の
同

意
の
も
と
、
申
請
要
件
と

し
て「
農
地
法
等
の
整
備

に
対
し
要
件
を
満
た
し
て

い
る
」と
い
う
の
が
前
提
で

あ
る
。

　
組
合
員
と
事
業
所
の
中

で
把
握
し
、
認
識
は
し
て

い
る
。
村
と
し
て
も
皆
さ

ん
の
総
意
に
沿
っ
て
協
力
を

し
て
行
き
た
い
と
考
え
る
。

３
年
間
で
観
光
案
内
板
を

設
置
し
た
。
今
後
の
観
光

地
の
整
備
は
、
江
竜
田
の

滝
、
強
滝
、
天
狗
橋
に
つ

い
て
は
県
の
自
然
環
境
保

全
地
域
、
緑
地
環
境
保
全

地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

地
域
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
自
然
環
境
を

保
全
す
る
た
め
に
、
保
全

活
動
や
遊
歩
道
の
整
備
等

を
行
い
、
村
内
外
か
ら
訪

れ
る
来
場
者
に
自
然
環
境

の
適
正
保
護
と
次
世
代
へ

の
継
承
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
村
の
観
光
名
勝
地
で
あ

る
江
竜
田
ノ
滝
の
進
入
路

や
路
肩
の
整
備
、
滑
落
防

止
の
安
全
柵
の
整
備
、
案

内
板
の
整
備
な
ど
総
合

的
な
整
備
が
必
要
で
あ
る

と
思
う
が
村
長
の
考
え
を

伺
う
。

　
景
勝
地
の
整
備
と
自
然

環
境
保
護
保
全
の
た
め
に
、

昭
和
５２
年
に
自
然
環
境
保

全
地
区
に
指
定
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
特
別
地
域
に
指

定
さ
れ
、
昭
和
６３
年
か
ら

堀
川 

照
夫 
議
員

質 

問

質 

問

保全活動や遊歩道の整備を
　　　　　　　　計画的に行う

景
観
保
全

江竜田の滝など観光名勝地の
　　　　総合的な整備策を示せ

答

問

問
青
生
野
牧
野
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
支
援
は

地
権
者
の
総
意
に
沿
っ
て
積
極
的
に
支
援
す
る

答

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

総合的な環境整備が待たれる観光名勝地

再
質
問

再
質
問
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再
質
問

質 

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

バス運営委員会で審議し、運転手の
意見を聞き、安全運行を行う

問
村
道
の
環
境
整
備
と
高
齢
者
世
帯
の
支
援
を
す
べ
き

区
長
会
で
周
知
す
る
が
、自
助
努
力
も
願
う

答

学
校
教
育

関
根 

政
雄 

議
員

スクールバスの
　　安全運行計画を問う

答

問

　
来
春
か
ら
生
徒・児
童
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
送
迎
計
画

が
変
更
と
な
る
が
、送
迎

時
間
の
調
整
や
問
題
点
、

ド
ラ
イ
バ
ー
や
保
護
者
か

ら
の
要
望
は
な
い
か
。さ
ら

に
緊
急
時
の
対
応
や
保
護

者
と
の
連
絡
手
段
な
ど
、

安
全
走
行
の
計
画
を
伺

う
。

　

運
行
に
つ
い
て
は
毎
年

１
月
に
運
営
委
員
を
行
政

区
長
、保
護
者
、学
校
の
先

生
に
委
嘱
し
、委
員
会
に
て

審
議
し
て
い
る
。ま
た
運
転

手
の
方
々
か
ら
も
問
題
点

は
提
示
し
て
い
た
だ
き
運

行
を
決
定
し
て
い
る
。

　

緊
急
の
対
応
は
保
護
者

か
ら
学
校
、学
校
か
ら
教

育
委
員
会
、教
育
課
か
ら

委
託
先
に
連
絡
す
る
こ
と

と
し
、災
害
発
生
時
の
対

応
と
し
て
、防
災
行
政
無

線
機
を
設
置
し
て
い
る
。　

　

以
前
の
一
般
質
問
で
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
機
所
、霜

除
け
、水
道
の
必
要
性
を

提
案
し
た
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
。さ
ら
に
チ
ェ
ー
ン

や
工
具
を
納
入
す
る
倉
庫

も
必
要
で
あ
る
が
。

　

そ
の
よ
う
な
話
は
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
は
上
が
っ
て
い

な
い
。ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
必

要
な
も
の
と
、あ
っ
た
ほ
う

が
い
い
も
の
を
整
理
す
る
。

　

　

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
意
見

が
届
い
て
い
な
い
の
で
あ
れ

ば
、議
会
を
通
し
て
意
見

を
届
け
る
。過
去
の
答
弁

で
財
政
措
置
が
難
し
い
と

し
た
が
、財
政
措
置
の
見

通
し
は
つ
い
た
の
か
。

　
本
当
に
必
要
な
の
か
、管

理
の
面
で
考
え
る
と
こ
ろ

も
あ
る
が
検
討
す
る
。

　

村
道
や
集
落
の
生
活
道
の

整
備
を
求
め
る
要
望
が
高

ま
っ
て
い
る
。次
の
各
点
に
つ

い
て
推
進
策
を
伺
う
。

①
村
道
筋
の
支
障
木
の
計
画

的
な
伐
採
を
推
進
す
べ
き
。

②
環
境
公
社
を
立
ち
上
げ
て

支
障
木
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
と

雇
用
創
出
を
図
る
べ
き
。

③
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
の
原
材

料
支
給
に
加
え
て
、下
地
の
砂

利
や
掘
削
、運
搬
機
械
の
支
給

も
拡
大
し
、公
道
整
備
の
推
進

を
図
る
べ
き
。

④
高
齢
者
世
帯
の
生
活
道
の

整
備
の
実
施
要
綱
を
作
成
し

区
長
を
通
じ
て
支
援
策
を
講

じ
る
べ
き
。

①
計
画
的
な
伐
採
は
考
え
て
い

な
い
が
、冬
が
く
る
前
に
道
路
沿

線
の
伐
採
整
備
を
行
う
。私
有

地
か
ら
の
支
障
木
は
所
有
者
が

管
理
す
べ
き
で
あ
る
。危
険
性
や

緊
急
性
の
低
い
場
合
に
は
村
は

積
極
的
に
伐
採
は
し
な
い
。

②
村
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
の
効

力
が
薄
れ
た
時
に
環
境
公
社

の
設
立
が
必
要
と
な
る
。設
立

は
平
成
３６
年
を
目
途
と
す
る
。

③
原
材
料
支
給
は
要
望
が
あ

り
、生
コ
ン
が
２０
立
方
㍍
か
ら

３０
立
方
㍍
に
し
た
。ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
の
よ
う
な
工
事
費

を
助
成
し
た
の
で
は
本
旨
に

沿
わ
な
く
な
る
。

④
私
道
や
森
林
管
理
所
の
道

路
は
村
の
所
管
と
な
っ
て
い
な

い
が
、ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
整

備
し
て
い
る
。ま
た
実
施
要
綱

を
つ
く
る
よ
り
、臨
機
応
変
で

対
応
す
る
。

　

高
齢
者
世
帯
の
生
活
道
の

整
備
に
つ
い
て
、区
長
会
等
で

示
し
て
い
る
の
か
。

　

高
齢
者
支
援
は
次
の
区
長
会

で
は
周
知
す
る
。自
助
努
力
に

も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

質 

問

安全走行が求められるスクールバス運行

答
弁（
教
育
長
）
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再
質
問

答
弁（
教
育
長
）

再
質
問

答
弁（
教
育
長
）



な
が
ら
入
居
活
動
を
図
っ

て
い
く
。

　
今
後
、
前
田
団
地
の
１２

戸
の
改
築
工
事
は
一
切
着

手
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

　
今
ま
で
は
退
去
後
に
修

繕
工
事
を
し
て
き
た
が
、

今
後
は
で
き
る
だ
け
別
の

場
所
を
お
世
話
し
た
い
。

に
村
営
住
宅
と
し
て
、
渡

瀬
、広
畑
、伏
木
田
、見
渡
、

水
口
、
富
田
が
あ
る
が
、

前
田
団
地
の
入
居
状
況
と

退
去
先
の
対
応
策
は
。

　

１２
戸
の
内
、
２
戸
が
空

き
家
で
あ
る
。
退
去
先
の

対
応
は
今
年
西
山
に
２
棟

３
戸
。
富
田
に
も
来
年
計

画
し
て
い
る
住
宅
で
対
応

す
る
。
ま
た
旧
泰
斗
跡
地

の
宅
地
の
販
売
活
動
も
し

　

３０
年
間
更
新
な
し
の
契

約
条
項
の
中
で
、
３
年
後

の
入
居
者
の
退
去
と
入
居

希
望
者
を
断
る
と
の
考
え

で
あ
る
が
、
地
権
者
と
の

話
し
合
い
は
さ
れ
た
の
か
。

ま
た
過
去
に
公
共
施
設
の

借
地
に
対
し
、
議
会
側
と

し
て
地
代
の
見
直
し
交
渉

を
す
べ
し
と
求
め
て
き
た

が
さ
れ
た
の
か
。

　

３０
年
契
約
で
あ
り
、
借

地
代
と
か
更
新
の
交
渉
は

し
て
こ
な
か
っ
た
。

　
結
論
に
達
し
た
答
弁
と

思
わ
れ
る
。
３０
年
過
ぎ
た

な
ら
解
消
し
た
い
旨
の
話

は
１
回
も
今
ま
で
さ
れ
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

　
そ
の
通
り
で
あ
る
。

　
現
在
、
前
田
団
地
の
他

　
土
地
を
更
地
に
す
る
必

要
が
あ
り
、
平
成
３３
年
度

中
に
入
居
中
の
方
、
入
居

希
望
者
に
閉
鎖
の
可
能
性

が
あ
る
事
を
周
知
し
て
い

く
。
ま
た
引
っ
越
先
の
調

整
が
つ
か
な
い
場
合
、
必

要
最
小
限
の
借
地
で
契
約

す
る
な
ど
の
対
応
も
考
え

て
い
る
。

　
赤
坂
中
野
字
前
田
に
あ

る
公
営
住
宅
、
前
田
団
地

は
平
成
５
年
度
に
賃
貸
住

宅
と
し
て
建
設
以
来
、
村

民
の
健
康
で
文
化
的
な
住

民
生
活
の
維
持
及
び
福
祉

向
上
が
図
ら
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
こ
の
住
宅
は
築

２５
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
。
建
物
の
老
朽
化
に
よ

り
、
入
居
者
及
び
障
害
者

を
対
象
と
し
た
住
宅
事
情

を
鑑
み
、
考
慮
す
る
時
期

に
達
し
て
い
る
と
思
う
が
、

今
後
の
住
宅
政
策
を
お
示

し
願
い
た
い
。

　
前
田
団
地
は
平
成
６
年

３
月
か
ら
９
年
ま
で
６
棟

１２
戸
建
築
さ
れ
、
現
在
ま

で
住
宅
に
困
窮
す
る
住
民

の
生
活
を
支
え
て
き
た
。

　
こ
の
団
地
は
借
地
で
あ

り
、
平
成
３４
年
ま
で
３０
年

間
の
契
約
が
切
れ
る
事
と

な
る
。
こ
の
時
期
を
も
っ
て

土
地
を
返
却
す
る
の
が
最

善
と
考
え
る
。

前
田 

武
久 
議
員

質 

問

平成３４年度に閉鎖を考えている

住
宅
施
策

借地である前田住宅地の
　　　　存続と住宅政策を示せ

答

問

答
弁（
村
長
）

長年入居者を支えてきてた前田公営住宅

公営住宅として建設が始まった水口地区

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問
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　僕の将来の夢は、災害に強い町をつくることです。東日本大
震災や熊本地震によって日本は大きな被害を受けました。
　日本だけでなく東南アジアやアフリカなどでは自然災害に
よって被害を負う人たちがたくさんいます。災害によって被害
を受けた場合でもその被害を最小限にし、復興に素早く取り組
むことができる町をつくれるようになりたいと思っています。
　そのために今は防災、減災について学ぶことのできる学校に
進学できるような受験勉強をしていきます。まだ防災や減災な
どの知識はあまりありませんが、希望する学校に進学し、自分
の将来の夢に1歩でも近づけるようにしたいです。

災害に強い町をつくりたい！

村民の広場

我妻利美さん、久美子さんの次男
鮫川中バレーボール部主将として
活躍。現在は受験勉強中。

がんばれ！！ 

村の担い手私の夢シリーズ11
我妻  佑哉くん (鮫川中3年生)

15 さめがわ議会だより第151号

12
月
定
例
議
会
傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

議
会
傍
聴
者
か
ら
の
ひ
と
言

村
の
現
状
に
危
惧
さ
れ
る
課
題
で
村
民
の
関
心
事
で
あ
る
。
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

村
議
会
、
村
当
局
の
指
導
を
し
て
頂
き
た
い
。
何
故
か
と
い
う
と（
中
山
間
事
業
に

関
し
て
村
内
各
地
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
）各
地
域
を
見
る
と
草
刈
り
等
を
綺
麗
に

管
理
し
て
い
る
の
に
参
加
し
た
く
て
も
出
来
な
い
地
域
が
見
受
け
ら
れ
る
。
指
導
を

宜
し
く
お
願
い
し
た
い
。

一
般
質
問
通
告
一
覧
表
を
読
み
な
が
ら
説
明
を
受
け
た
の
で
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。

来
年
度
の
予
算
や
要
望
を
質
問
し
て
欲
し
か
っ
た
。

・・・・ ◆ 

議
員
の
発
言
内
容
は
良
く
分
か
り
ま
し
た
か

今
回
初
め
て
の
傍
聴
で
し
た
。
素
晴
ら
し
い
機
会
で
し
た
。
ま
た
傍
聴
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
身
近
な
問
題
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
地
域
に
密
着
し
た
議
員
活

動
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

各
議
員
は
村
内
の
現
状
を
確
認
し
、
方
向
性
に
強
い
意
識
を
持
ち
、
村
民
と
の
交
わ

り
と
語
ら
い
の
中
で
一
同
に
関
心
事
を
受
け
対
処
し
て
い
く
方
向
性
が
必
要
。

議
会
だ
よ
り
の
み
な
ら
ず
、
地
域
に
於
い
て
の
報
告
、
地
区
民
と
の
傾
聴
等
の
機
会

が
あ
っ
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
。

日
頃
の
議
員
活
動
を
し
っ
か
り
し
て
村
の
発
展
に
努
力
し
て
欲
し
い
。

・・・・ ◆ 

そ
の
他
の
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁
は
細
ご
ま
と
答
弁
さ
れ
て
い
た
の
で
分
か
り
易
か
っ
た
。

村
政
を
担
当
す
る
者
と
し
て
の
意
気
込
み
が
あ
っ
た
。

有
言
実
行
で
お
願
い
し
た
い
。

・・・ ◆ 

答
弁
者（
村
長・教
育
長
）の
発
言
は
分
か
り
ま
し
た
か

議
会
傍
聴
を
お
願
い
し
ま
す

3
月
定
例
議
会
は
3
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

（大字富田前沼）
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昨
年
の
全
国
町
村
議
会
だ
よ
り
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て「
鮫
川
村
み
ん
な

の
議
会
だ
よ
り
」が
入
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。こ
れ
は
子
ど
も
達
を
含

め
た
村
民
の
皆
様
の
紙
面
参
加
が
評

価
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。し
か

し
今
だ
に
多
く
の
村
民
よ
り「
行
政
や

議
会
は
難
し
く
分
か
り
に
く
い
」と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
み
ん
な

の
議
会
」と
は
何
か・・に
立
ち
返
り
、

本
年
も「
分
か
り
易
く
村
民
に
寄
り

添
っ
た
紙
面
」づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
の
で
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
編
集
委
員
）

編
集
後
記

美
容
の
原
点
は
鮫
川
の
自
然
に
あ
り

◆ プロフィール

【学　校】
・ 県立高等学校卒業

【仕　事】
・ 花嫁着付け講師
　美容師免許取得
　華道池坊准教授２級

【生年月日】
・ 昭和３３年１月１日

【趣　味】
・ 絵画・映画、
　音楽鑑賞・ヨガ

周
り
に
は
全

壊
・
倒
壊
。
時

間
が
経
つ
に
つ

れ
て
負
傷
者
や

亡
く
な
ら
れ
た

方
、
既
に
亡
く

な
っ
て
お
ら
れ

る
方
が
避
難
所

に
搬
送
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
避
難

所
が
家
の
近
く
で
あ
っ
た
の
で
、

叫
び
声
や
泣
き
声
が
聞
こ
え
て
壮

絶
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
全
国
や
海
外
か

ら
暖
か
い
物
資
の
ご
支
援
と
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
活
躍

で
日
ご
と
に
復
興
し
て
行
く
景
色

を
見
た
時
に
、
改
め
て
一
人
で
な

く
、
多
く
の
皆
様
の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
感
謝
の
言
葉
で
一
杯

に
な
り
ま
し
た
。

　
私
の
家
族
は
子
ど
も
二
人
の

三
人
家
族
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

職
に
就
き
、
公
認
会
計
士
と
医

師
と
し
て
働
い
て
お
り
ま
す
。
大

震
災
を
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支

援
と
親
身
に
な
っ
て
頂
き
、
親
子

三
人
心
が
折
れ
そ
う
な
時
は
苦

難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
私
は
現
在
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ス
タ

イ
リ
ス
ト
（
美
容
師
）
と
し
て
働

い
て
い
ま
す
。
一
日
だ
け
の
人
生

最
高
の
気
持
ち
に
な
っ
て
頂
く
お

仕
事
で
す
。
婚
礼
の
着
付
け
・

メ
イ
ク
ヘ
ア
ー
・
男
性
の
紋
付
き
・

袴
及
び
一
般
着
付
け
が
主
な
仕

事
で
す
。
そ
の
他
に
も
出
張
を
中

心
と
し
た
婚
礼
の
お
支
度
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
神
社
・
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン

他
、
お
客
様
の
ご
予
約
場
所
へ
出

張
す
る
喜
び
も
あ
り
ま
す
。
お

客
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
無

我
夢
中
で
取
り
組
ん
で
三
十
年

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
仕
事

に
携
わ
れ
た
事
で
、
神
戸
市
が

身
近
に
感
じ
、
更
に
地
元
に
溶

け
込
む
事
が
で
き
、
多
く
の
皆

様
に
ふ
れ
あ
う
事
が
で
き
、
私

共
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
街

に
な
り
ま
し
た
。

　「
ふ
る
さ
と
鮫
川
へ
の
シ
リ
ー

ズ
」
に
原
稿
を
寄
せ
る
機
会
を
あ

た
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
鮫
川
村

の
関
係
者
の
皆
様
、
こ
の
度
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

最
後

に
私
を
育
て
て
下
さ
い
ま
し
た
幾

多
の
同
級
生
・
諸
先
輩
方
。
今

は
亡
き
両
親
、
兄
弟
。

　
そ
し
て
鮫
川
村
の
大
地
に
感
謝

の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
故
郷
は

い
つ
で
も
心
の
支
え
で
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
鮫
川
村
に
生
ま
れ
、
小
さ
い

体
に
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負

い
、
登
校
し
た
鮫
川
小
学
校
。

今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
の

が
、
お
友
達
と
歩
い
て
通
っ
た
土

埃
の
中
。
四
季
折
々
の
景
色
を

見
な
が
ら
、
友
達
と
楽
し
く
お

話
や
道
草
を
し
な
が
ら
登
校
し

た
経
験
が
今
に
生
か
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
都
会
の
小
学
生
と
違
っ
て
、
小

さ
い
頃
か
ら
家
の
手
伝
い
を
し
ま

し
た
。
そ
の
時
は
、
当
然
い
や
な

気
持
ち
で
お
手
伝
い
を
し
た
と
思

い
ま
す
が
、
今
と
な
っ
て
み
る
と
、

子
ど
も
な
り
の
責
任
感
が
自
ず
と

生
ま
れ
た
と
お
も
い
ま
す
。

　
感
受
性
豊
か
な
小
・
中
学
生

と
多
感
な
高
校
時
代
を
、
自
然

豊
か
な
鮫
川
村
で
育
っ
た
こ
と
が

か
け
が
え
の
な
い
私
の
宝
で
す
。

　
現
在
、
神
戸
市
に
住
ん
で
お

り
ま
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
も

経
験
し
ま
し
た
。
高
速
道
路
が

家
の
方
に
向
か
っ
て
サ
ー
キ
ッ
ト

場
の
よ
う
に
倒
れ
ま
し
た
。
家
の

美容師として活躍される小枝さん

小枝 きぬいさん（旧姓矢吹）
（赤坂中野官沢出身）
兵庫県神戸市在住

議
会
だ
よ
り
の
編
集
に

今
年
も
頑
張
り
ま
す

【
議
会
事
務
局
】

　
0
2
4
7（
4
9
）3
1
1
5
ま
で

シリーズ㉗ふるさと鮫川への想い

議会だよりへのご感想やご意見も
お寄せ下さい。


